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マニュアルの変更履歴

リリース 21.24よりも前に導入された機能については、詳細な改訂履歴は示していません。（注）

リリース改訂の詳細

21.24より前初版

機能説明
Pure-Sコールの一時停止および再開通知がCUPSアーキテクチャでサポートされるようになり
ました。ユーザープレーン（UP）とコントロールプレーン（CP）は、一時停止/再開通知を受
信すると、Sx確立/変更要求を介して通信します。

進行中のストリームは UPで維持されます。CPは一時停止/再開通知を受信すると、Sx変更要
求メッセージを介してUPの FARアクションを変更します。UPは応答として適切な FARアク
ションを設定します。

一時停止通知後にベアラー変更要求を受信すると、eNodeB TEIDがMBReqに存在する場合、
FARでモードが転送に設定されます。eNodeBTEIDが存在しない場合、モードはバッファに設
定されます。
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機能の仕組み
一時停止通知では、ダウンリンク方向の FARアクションを DROPに設定することで、ダウン
リンクデータが一時停止されます。再開通知では、ダウンリンク方向の FARアクションを
BUFFERに設定することで、ダウンリンクデータがバッファリングされます。

コールフロー

一時停止通知

Pure-Sコールで一時停止通知を受信すると、SGW-Cは FARアクションを DROPに設定して
Sxセッション変更要求を SGW-Uに送信することで、FARのダウンロードアクションを更新
します。

次のコールフローの概要は、Pure-Sコールの一時停止通知を示しています。
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再開通知

Pure-Sコールで再開通知を受信すると、SGW-Cは FARアクションを [BUFFER]に設定した Sx
セッション変更要求を SGW-Uに送信することで、FARのダウンロードアクションを更新しま
す。

次のコールフローは、Pure-Sコールの再開通知の概要を示しています。

Pure-Sコールの一時停止および再開通知
3

Pure-Sコールの一時停止および再開通知

再開通知



Pure-Sコールの一時停止および再開通知
4

Pure-Sコールの一時停止および再開通知

再開通知



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


